
香港の日本語学習における新しいテクノロジーの活用 

―テキスト生成 AI と拡張現実技術の可能性を探る― 

New Technology Applications in Japanese Language Learning in Hong Kong: 

Exploring the Potential of Text Generation AI and Augmented Reality 

 

青山 玲二郎 

香港中文大学 

 

要旨 

 本稿は香港における日本語学習にテキスト生成 AI と拡張現実技術が活

用できるかを探る。まず生成 AI がどのように言語教育に利用されはじめ

ているか考察し、今後の AI 活用が直面する技術的、法的、教育的課題を五

つ挙げた。その中から特に学習がスクリーン上の言語練習に偏ってしまう

という課題を解決するために、拡張現実技術を援用することを提案した。

具体的には香港に在住している日本人移住者へのインタビュータスクを学

習者に課すことによって、より適切な ChatGPT の活用を模索した。最後に

タスクに挑戦した学習者からの報告を分析することによって、言語学習に

おいてソフトウェアやツールなどテクノロジーを使うことの利点と限界を

考察した。  
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１．はじめに 1 

 言語教育においてテキスト生成 AI の活用は長らく学術的に議論されて

きたが、2022 年 11 月 ChatGPT のサービス開始以来、あらゆる教育現場で

実際に使われるようになった。テキスト生成 AI によって学習者の英語能

力が飛躍的に向上すると報告されており、会話型 AI と教員の協働が言語

教 育 に 齎 す 利 点 が 指 摘 さ れ 始 め て い る (Ji, Han, Ko, 2023; Kohnke, 

Moorhouse, Zou 2023; Zhang et al. 2023）。  

 

 テキスト生成 AI で稼働する Chatbot を活用すれば、学習者は目標言語

で即座にリアルタイムで対話をすることが可能であり、教員のスケジュー

ルに合わせることなく自分のペースで学習することができる（Fryer et al. 

2020; Lee et al .  2020）。テキスト生成 AI は人間のような自然な会話をシミ

ュレートするコンピュータ・アプリケーションであり、学習者は疲れを知

らない親切な家庭教師が個別指導をしてくれるような感覚を得ることがで

きる  (Kerly et al., 2007; Ashfaque et al., 2020) 。  

 

 このように現時点でも、言語学習全体に画期的な変化を起こす可能性があ

る技術と考えられており、学習者に文章を書かせる課題をこれまで通りに

教室で実施することの意味が問われ (Tlili, Shehata, Adarkwah, et al. 2023)、

個々人に特化した会話能力向上が AI の導入で可能になると指摘されてい

る（Godwin-Jones, 2023; Hong, 2023）。  

 

２．テキスト生成 AI をどう使うか  

ではテキスト生成 AI は、言語学習のどのような場面で使われるように

なるのだろうか。学習者個人が自宅で自習するのに活用されるようになる

のか、それとも言語教育機関で行われる教室活動でより使われるように  

なるのか、まだ比較研究はそれほどなされていない。テキスト生成 AI が  

 
1   本稿は 2018 年に発表した「日本語コミュニティを学習者のパートナーとする―拡

張現実（AR）を使い日本語学習者と話者を結びつける―」（青山  2018）の構想を

基にしている。  
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どのような場面でどのような学習者に使われるのかを考える上で、AI を活

用する学習の特性とそれぞれの AI の機能を把握していく必要がある。  

 

 テキスト生成 AI は機械学習と自然言語処理技術を利用して、人間が理

解できる自然なテキストを生成する人工知能の一種だ。2023 年 7 月の段階

で学習者が低コストで容易に使うことができるサービスが複数出てきてい

る。前出の ChatGPT、そして検索機能と一体となっている Google Bard、

Bing AI Chat、Perplexity AI、日本語ライティングの Catchy、ChatGPT の

オルタナティブを目指す HuggingChat、各ソーシャルメディアへの投稿用

テンプレートを作ってくれる Writesonic や Cohesive AI など、それぞれの

特性がある。日本語に対応していないサービスも多いが、新しい特性を備

えたサービスが次々に登場している段階となっている。そのなかでも

OpenAI 社の ChatGPT はわずか２か月で１億人のアクティブユーザー数を

達成しており現時点では最も広く使われているため、本稿では ChatGPT を

中心に考えていく。  

 

 ChatGPT はユーザーのインプットであるプロンプトに応じて人間の対

話を模倣する。その上、プロンプトで適切な役割さえ与えれば小説、脚本、

詩歌、音楽などの芸術的なアウトプットもすることができ、プログラミン

グやプログラムのバグを見つけることもできる。2022 年 11 月に GPT3.5 と

いう無料版が広く配布され、2023 年 3 月には有料版の GPT4 のサービスが

開始している。冒頭で言及したように英語教育を中心に多方面で言語学習

に応用されており、ChatGPT を教育に活用する際の懸念材料や問題点が提

起されている。  

 

３．言語教育に ChatGPT を援用するときの問題点 

 ここからは香港での日本語学習で ChatGPT を活用するために、まずこ

れまで一般的に指摘されている ChatGPT の問題点をまとめていく。まず

特に指摘されやすいことは、インプットアウトプットがテキストでなされ

るため、書き言葉中心のコミュニケーションとなり、会話など音声を使っ

た話し言葉が練習できないという点だ。しかしこれは Voice Control for 

ChatGPT のような Extension を使い音声でやりとりしたり、「音読さん」

など Text to Speech に変換するソフトウェアを併用することで解決できる。 
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 次に AI と長い間話すと話題が無くなってしまうという指摘があるが、

話題自体を AI に提供してもらうことができる。また AI と話していると相

手が視覚的に見えなくて不安だという学習者には、ChatGPT が埋め込まれ

た VTuber を活用することもできる。このように様々なソフトウェアやエ

クステンションを同時に駆使すれば学習者が音声を使ってリアルタイムで

会話練習することが可能になっている。  

 

 一方、解決が容易ではない問題も指摘されている。まず ChatGPT の問題

点として広く認識されているのが Hallucination と呼ばれる不正確な情報

を生み出してしまう現象だ。ユーザーのプロンプトに対して完全に間違っ

た事実や数字を返答してしまい、有名人の情報や特定の会社の財務報告書

について、全く事実に基づかない情報を生み出してしまう。AI 全般の問題

と言えるが、ChatGPT のような大規模言語モデルを使用しているサービス

に特に顕著だ。言語学習においても、発音に関する返答、語彙に関する返

答でこのような偽情報を含んだアウトプットが確認されている。  

 

 次に法的リスクが指摘されている。大規模言語モデルはその形成段階の

トレーニングで、書籍、論文、政府白書、インターネット上の情報などさ

まざまなデータが使われている。ChatGPT のアウトプットはこれらの情報

に依拠しているため、ユーザーがアウトプットを自分のものとして扱うと、

他人の著作権を侵害してしまう可能性がある。さらにプライバシーの問題

も指摘されている。学習者が言語学習の流れで自分の住所、趣味、病名な

ど個人情報を書き込んだ場合、それがデータとして記録されてしまい、他

のユーザーに見られてしまう可能性が生じる。  

 

 三つ目は技術への依存の問題だ。学習者が「書く」「話す」という行為を

テキスト生成 AI に任せ続けると、結果としてプロンプトを書く以外に自

分で長めの文章を推敲することができなくなるという指摘だ。技術への依

存はこれまで開発されてきた全てのテクノロジーに共通する問題であり、

自動車は私たちの足の延長であり、眼鏡は私たちの眼の延長であり、テク

ノロジーが進めば進むほど私たちは依存し私たち自身の能力が落ちる。テ

クノロジーを活用しながらも依存しない方法を模索する必要がある。  
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 四つ目は ChatGPT が人間の会話を模倣しているだけであり、その背景

に人間らしい共感や思いやりなどの個性的な感情が欠けているという指摘

だ。学習者は人と会話しながら言語を学ぶときに、自然に言葉の背景にあ

る人の感情に触れることができる。人とコミュニケーションをするとき、

相手の自尊心を傷つけないように話し、相手の状況や体調を慮って話すの

が自然だ。しかし ChatGPT に対してはそのような配慮をする必要がなく

「この文法を使った例文を１００通り作ってください」のような相手の労

力を考えたら人には絶対要求できないようなプロンプトもインプットでき

る。つまり AI とのコミュニケーションでは、感情を持った人間と会話す

るときに必要となる相手への配慮が学べない可能性がある。  

 

 五つ目はコミュニケーションがスクリーン上の言語中心となり、現実世

界から離れてしまう問題だ。現代ではコンピュータを介するコミュニケー

ションが多くなっており、情報交換が対面ではなくスクリーン上で行われ

ることが多い。一方、人々はこれからもカフェで会って話したり、人と一

緒に散歩したり、レストランでみんなでご飯を食べたりすることを止めな

いだろう。対面のコミュニケーションにはスクリーン上のコミュニケーシ

ョンとの違いがあり、その場の天気や風景、視界に入る看板、標識、広告、

そして聴覚、触覚、味覚などから集まる様々な情報を取り入れながら会話

を創り上げていく傾向がある。私たちは相手の服装や髪型から気分を読み

取ったり、表情や目線から言葉にされていない文脈を感じ取ったりしてい

る。学習者が ChatGPT によるスクリーン上でのコミュニケーションだけ

で目標言語を練習すると、さまざまな言語使用場面に対応できなくなる可

能性がある。  

 

４．ChatGPT の問題点を補うために拡張現実技術を組み合わせる 

 以上に挙げた五つの問題点はどれも重大であり解決策が提示されている

わけではない。たとえば Hallucination の問題、ChatGPT が生み出す誤情

報の問題は数年内に技術的に解決できるというエンジニアもいれば、永遠

に解決不可能とみなす専門家もいる。また著作権やプライバシーなど法的

問題は、今後深刻化していくと予想されている。それぞれ社会全体にかか

わる深刻な問題だが、本稿では ChatGPT を香港での日本語学習にどのよ

うに活用するか、という限られた文脈に限定することによって論証を進め

ていく。  
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 香港における日本語学習は学習者にとって外国語学習環境であり、目標

言語である日本語が日常的に話されていない環境で学習している。そのた

め学習者の多くがアニメや漫画などコンピュータや携帯電話などのスクリ

ーンから得られる情報を活用して学習している。このような学習環境にお

いて ChatGPT を使用することが五つ目の「スクリーン上の言語学習への

偏向」という問題を加速すると考えられる。そこで本稿では、拡張現実

（Augmented Reality）という技術をつかい、学習者をスクリーンの外の世

界に連れ出し日本人移住者と交流する実践を試みた。近年、拡張現実を日

本語学習に生かす画期的な実践が行われ成果を挙げ始めている（Geng & 

Yamada 2020、Gayevska & Kravtsov 2022、鈴木 2022、中澤 2021、米本 2019）。

本稿ではまず、香港の日本語学習者と日本語コミュニティを結び付けるよ

う構想した「日本語コミュニティを学習者のパートナーとする―拡張現実

（AR）を使い日本語学習者と話者を結びつける―」（青山  2018）の内容を

再度紹介した上で本実践の記述に移る 2。   

 

 拡張現実技術は私たちの周囲の環境を変化させる技術であって、技術を

つかいながらも現実世界に主眼がおかれているため、学習者をスクリーン

上の学習から現実に戻すという目的にかなっている。拡張現実は仮想現実

（Virtual Reality）という技術と本質的に異なっている。仮想現実はゴーグ

ルをかけることによって仮想世界やゲームの世界に没入させる技術である

が、拡張現実は私たちが実際に生きている現実の上にデジタル情報などを

付加する。たとえばスマートフォンを本の表紙にかざすとスマートフォン

の画面に本の著者の写真が現れたり、建物にかざすとその建物の竣工年度

や建築家の名前が出現したりする。スマートフォンの画面にはそのまま目

の前にある現実が映されており、其の上に新たな情報を書き加える。また  

 
2  本稿は 2018 年に私が発表したエッセー「日本語コミュニティを学習者のパートナ

ーとする ―拡張現実（AR）を使い日本語学習者と話者を結びつける―」の構想を

基にしている（青山  2018）。そのため、なぜ日本語学習者とコミュニティをつなげ

る必要があるか、そしてそこに拡張現実を使うことの意義を唱えている点において

論理構成が重複する、本稿とともに 2018 年の拙稿を参照していただきたけたら幸

いである。  

 ht tps: / /www.japanese-edu.org.hk/jp/publish/gakkan/pdf/hkgk02113.pdf  

 2018 年のエッセーは拡張現実を使い学習者と日本語コミュニティを結びつけると

いうアイデアだけでありデータ取得はできなかったが、本稿では学習者が実際に日

本語をつかうタスクを用意しデータを取りそこから課題を探った。  
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たとえば名刺に自己紹介映像を加えて渡せば、名刺を受け取った人はスマ

ートフォンを名刺にかざし映像を見てその人の姿や声を鮮明に思い出すこ

とが出来る。現在では QR コードをトリガーイメージとして動画を呼び出

すのが一般的だが、名刺の名前自体を画像として認識させ、QR コードの

替わりにトリガーイメージとしてつかうことができる。Aurasuma や HP 

Reveal といったモバイルアプリケーションによるサービスは誰もが無料

でつかうことができ、街にある看板や標識をトリガーイメージとして、そ

こに映像を埋め込むことができる 3。  
 

 拡張現実活用の目的は、仮想現実のように新しい現実を創り出すことで

はない。学習者の視点を目の前にある現実からスマートフォンに向けてし

まえば、せっかく学習者を教室外に連れ出しても学習機会が限定され縮小

現実になってしまう。拡張現実の可能性は、建物が完成するに至った歴史

的事実や、人が移住してきた社会的背景など、目の前に存在しているにも

かかわらず毎日の生活の中で気がつかずに見過ごしてしまう物事を可視化

することにある。私たちの目の前にある物には歴史があり、目の前のいる

話し相手には年齢に応じた積み重ねがあるが、私たちは普段の生活の中で

それらの時間的積み重ねを見逃しがちだ。拡張現実技術を活用すれば、学

習者が普段何気なく通っている場所にかつて住んでいた人々がおり、そこ

で様々な言語とともに日本語も話されていたことを、視覚的聴覚的に思い

出すことができる。このように実際の現実環境や目の前の人の情報を浮か

び上がらせることによって、四つ目の課題であった実際の人間に配慮した

コミュニケーション能力の向上も視野に入れることができる。  
 

 これまで拡張現実を活用した言語教育実践例には、レストランに架空の

外国語練習相手を出現させる仕組みや、架空の音楽家や政治家に導かれて

キャンパス内を外国語で探索する取り組みがある（Liu 2007, Perry 2015）。

これらの実践は、学習者がより自然な環境で言語を学ぶことを可能にした

が、架空の外国語練習相手や架空の音楽家の応答能力はかなり限られてい

た。しかし現在利用可能になっている ChatGPT4 などの生成 AI 技術を利

用すれば、より自然な応答をする架空の練習相手を教室外に出現させるこ

とができる。たとえば ChatGPT は大量のテキストデータを使った大規模

言語モデルを利用する技術だが、一般的にユーザーがより詳細な背景情報

や目的を入力することによって、テキスト分類や感情分析がなされ比較的

正確な情報が出力される。  
 

3  現在は Aurasuma も HP Reveal も共にサービスが残念ながら停止してしまっている、

これについて後述する。  
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 拡張現実とテキスト生成 AI を組み合わせることの利点は、学習者が  

レストランやコンサートホールなど実際の場所に行くことによって、言葉

を使うためのコンテキストが自然に決定されることだ。学習者が視覚・聴

覚・嗅覚から得る情報や変化する環境を組み込んだ上でテキスト生成 AI に

質問を入力するため、AI と交わすコミュニケーションがより現実に即した

言語活動になる。教室で架空の状況を設定した言語コミュニケーション  

ではなく、現実の複雑な状況を組み込んだ上でどう言葉を使うべきか自分

で試すことができる。教室の外に出て学ぶ活動は、携帯電話の中に現実を  

拡張するだけではなく、その場所に住む人々との出会い・セレンディピティ  

を促し、学習者の現実生活自体を拡張することができる。学習者は教員の

力を借りずとも自分でフィールドトリップを創り出し、人々が日本語を  

使いどのように仕事しているのかどのように生活しているのか、言語を  

つかった文化学習に取り組むことができる（Kramsch 1993, Holliday 1999)。  

 

５．学習者をスクリーンから離す実践的タスク 

 以上のような教育目的を達成するために、香港の大学で日本語を学ぶ学

習者４人に日本人移住者へのインタビューをさせるタスクを与えた。学習

者はいずれも工学系大学で日本語を第二外国語として学んでおり、JLPT の

N３取得者が一人、N４取得者が一人で、他の二人は試験を受けていないが

同程度の日本語力があった。実施期間は 2023 年 2 月から 5 月の 4 か月間

であり、協力者の日本人移住者は香港で寿司屋を営む寿司職人にお願い  

した。協力者への最初の連絡は教員である著者が行い連絡先の共有を許可

してもらってからは学習者が連絡をとるようにした。  

 

 香港には世界でも有数の巨大な日本語コミュニティが存在する。香港在

住邦人数は 2 万５千人を越え、数多くの日本人観光客が毎年香港を訪れて

いる。また現在は日本語を学習していないが学習したことがある人々の  

総数は 10 万人を越えており、日常的に日本語を使っている香港の人々は

相当数に上る。また日本企業の数は 2000 社を越え、日本人学校を始めとし

て日本文化協会、日本留日学友会、商工会議所、日本人倶楽部と数多くの

日本関係団体が存在する（在香港日本領事館  2023）。このような日本語  

コミュニティは、タスクの設定次第で学習者にとって貴重なリソースと  

なり得る。  
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 タスクの目的は４人グループの学習者が自身でテーマを決めて、日本人

移住者にインタビューを試みることだ。ここではテーマの設定の時点から

ChatGPT を使うように促した。タスクの流れを以下に示す。  

 

1. 学生が ChatGPT に香港にいる日本人移住者（寿司職人）にインタ 

ビューするという状況を入力し、学習テーマをいくつか生成させる。

学習者自身が興味を持てるテーマを見るけるよう指導する 

 

2. テ ー マ が 明 確 に な っ た ら 、 学 生 が す る イ ン タ ビ ュ ー の 質 問 を

ChatGPT をつかい 10 問用意する。まずテーマに沿った質問を 50 問

ほど作らせ、その中から適切な質問を 10 問選択する 

 

3. 学生が移住者が質問にどのように答えるかを ChatGPT をつかい想定

する。ChatGPT に香港に住む寿司職人という役割を与え、用意した

質問に何度か答えさせる 

 

4. 学生がインタビューの聞き手と答え手に分かれ事前模擬練習をする。

ChatGPT が生成した質問とその答えを音読ソフトに入れ発音を学ぶ 

 

5. 学生が寿司屋に行き移住者に実際にインタビューをする。移住者の

日本語が理解できない場合は DeepL など翻訳 AI を使う 

 

6. インタビュー終了後、学生がインタビューの録音を文 字起 こし 

ツールで書き起こす 

 

7. 学生がインタビューの内容をつかって、寿司屋紹介映像を映像編集

ソフトで作成する。移住者に映像を送り確認してもらう 

 

8. 学生が紹介映像の内容に関する内容確認問題を ChatGPT で５つ作る 

 

9. 紹介映像と内容確認問題を寿司屋の暖簾に HP Reveal をつかい埋め

込む 

 

10． 他の学生が寿司屋を訪れ、紹介映像を見て内容確認問題に答える 
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 以上のように大きなタスクを１０の小さな段階・タスクに分け、それぞ

れの段階で成果物を共有してもらった。またテクノロジーをつかいながら

もテクノロジーに依存しないという三つ目の課題を視野に入れるため、 

ソフトウェアやツールを使うたびにその利点・弱点を挙げてもらい、テク

ノロジーの限界を報告してもらうことにした。最後に学習者の意識を人間

とのコミュニケーションの特性に向けるために、インタビュー対象となる

寿司職人の方の都合や感情に常に配慮するように注意した。 

 

６．日本語学習とテクノロジー利用に関する学習者の報告 

 ここでは学習者がタスクを実践するなかで提出してきた報告と私が教員

として実践を観察した経過を記述していく。学習者はタスクのそれぞれ 

の段階で全ての成果物を教員とオンラインで共有し、そのたびに教員は 

学習者に適宜アドバイスを与えた。初級レベルから中級レベルの学習者に

とって日本語母語話者へのインタビューは大きな挑戦となるが、テクノロ

ジーを活用したおかげで学習者は最後まで達成することができた。学習者

ははじめは日本語でプロンプトを書いていたが、より複雑なプロンプトを

書くために英語や母語である中国語に切り替えていた。 

 

 最初に学習者は ChatGPT をつかいインタビューのテーマを探したが、 

はじめに試みた数回のプロンプトでは実用的なテーマが得られなかった。

その後、自分たちが大学生であること、インタビューが大学の課題である

こと、インタビュー対象者が香港に住むに日本人移住者であることなど 

自分たちの役割や文脈を詳細にプロンプトに書きだすことによって、「香港

における日系寿司屋の展開」「寿司職人の海外生活」「水産資源管理と乱獲

問題」など実際に使える候補となるテーマを得ることができた。 

 

 その後、学習者が成果物をオンラインで共有するたびに、テクノロジー

についての報告をしてもらったので、日本語学習とテクノロジーに関する

点を以下に列挙する。学生からの報告は具体的には Blackboard という学

習管理システムに各段階の進捗状況と問題点の２点に関して箇条書きにし

てアップロードしてもらった。報告された問題点が理解できなかった場合、

Email で数回にわたって当該学生と連絡し具体的な解決策を探った。問題

が複雑な場合は、当該学生と対面で話し合って問題がテクノロジーに起因

するものか、学生の言語能力に起因するものか、タスクの構成によるもの

か、について更に質問した。 
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第一段階のテーマ決定において学習者は時間を割いたが、プロンプト作

成を日本語ではなく、学習者の母語である中国語もしくは英語で行うこと

になったため日本語学習にならなかったとの指摘がなされた。 

 

 第二段階のインタビュー質問作成では、質問自体は５０問、６０問と 

作ることができたがどれも似通っており、その中からテーマに沿った適切

な質問を１０問に選ぶ作業においては ChatGPT に頼ることができなかった

と報告された。 

 

 第三段階での質問の答えを想定するのは ChatGPT が有効につかえ、一つ

の質問に対して複数の回答を得ることができたため、実際のインタビュー

の前に自信を持つことができたと報告があった。 

 

 第四段階での音読ソフトをつかった練習では特にテクノロジーに関する

問題点が報告されなかった。質問を何度も練習し暗記することで、多くの

単語や文法を練習することができたとの報告があった。 

 

 第五段階での実際のインタビューでは数多くの問題点が指摘された。 

まず、待ち合わせのための連絡に WhatsApp というメッセージソフトを 

つかったが、相手に即答するたびに多くの文法的間違いをしてしまい意味

が通じないことがあったと報告された。学習者は寿司職人の日本語の返答

が分からなかったため、Google Translate を何度も使ったがそのため１時

間インタビューの予定が２時間となり、協力者である寿司職人の夕食の仕

込みの時間まで邪魔してしまったとの報告があった。 

 

 第六段階ではインタビューの文字起こしをしたが、録音の音声クオリティ 

が悪いこと、学習者側の日本語が認識されない、などの問題があり、最終

的に日本語母語話者の友人に助けてもらう必要があった。 

 

 第七段階での寿司屋紹介映像制作に関してはテクノロジーに関する報告、

日本語学習に関する報告がなかった。 

 

 第八段階での内容確認問題作成は ChatGPT が有効に活用でき、多くの問

題の中から最も適した５つの内容確認問題を選ぶことができたとの報告が

あった。 
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 第九段階では使用予定であった HP Reveal という画像認識拡張現実 

アプリがサービスを停止しており、QR コードを使うことになった。そのた

め再度寿司職人の方に連絡し、QR コードを店頭に張り出す許可を得る必要

が生じた4。 

 

 第十段階では４人の学習者の友人である学習者１７人が寿司屋の店頭に

赴き映像をダウンロードし質問に答えてくれた。そのうちの何人かは寿司

屋に興味をもち食事もした。タスクに参加した学習者は、成果物を友人に

紹介できたことに満足を感じたと報告した。またインタビューに応じてく

れた寿司職人の店を宣伝することができたことも達成の一つと表現した。 

 

７．学習者報告から浮かび上がった発見・課題 

 学習者は ChatGPT が有効に活用できるタスクと有効に活用できない 

タスクがあることを認識することとなった。意味のある回答を得るよう 

プロンプトを作成するには、ユーザーの役割・目的を明確にすることが 

有効であることを学習することができた。その意味においてインタビュー 

タスクのような明確な目的があることは助けになることが分かった。 

 

 一方、プロンプトの作成自体を目標言語（当実践の場合は日本語）で 

行うのは初級から中級レベルの学習者にとっては難しいことがわかった。

またたとえ目標言語でプロンプトを書いても、その答えはさらに難しい 

内容であり、翻訳を使うことが必須となった。「小学生でもわかるように」

「日本語初級学習者を対象にして」のような条件をプロンプトに入れて 

より平易な日本語回答を得ることもできるが、内容が単純になりすぎて 

しまい、日本語母語話者へのインタビューという課題に適さないことが 

分かった。そのため、多くの場合は学習者の母語でプロンプトを書き、母

語でアウトプットをもらい、それを日本語に翻訳するという作業になった。 

 

 

 
4   構想段階では寿司屋の暖簾など現実にある環境を改変せずに学習してもらうこと

を目的としていたため QR コード使用は残念な結果であり、環境を変えないで現実

をそのまま拡張することによる学習効果を検証することができなった。現在は、

onirix https:/ /www.onirix.com/ という HP Reveal と似通った画像認識拡張現実サービ

スがあり新しいプロジェクトで活用している。  
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 初級から中級の学生に、日本語母語話者との交流を促すとコミュニケー

ションが上手くいかないことが予想され、控えてしまうことが多い。しか

し学習者が ChatGPT をはじめとした様々なテクノロジーの助けを借りるこ

とによって心理的障壁を乗り越えられることが分かった。その一方、テク

ノロジーを使って解決し易いタスクと、テクノロジーがあまり役に立た 

ないタスクとがあることが分かった。また、当該タスクで学習者は日本語

が教室のなかだけでなく、教室外の自然環境でどう使われているかを経験

することができたと言える。 

 

 一方、学習者の報告によればタスクの全ての段階が必ずしも目標言語 

の習得につながってはいなかった。今回は ChatGPT などの新しいテクノ 

ロジーをつかうことを主眼とした実践であったため、タスクのいくつかの

段階は目標言語習得につながらなかった。今後はどの段階でも日本語 

学習につながるよう改善し、言語学習とテクノロジー使用のバランスを 

整えていく必要がある。また画像認識拡張現実アプリのサービス停止が 

あり、拡張現実技術が直接的にどのように日本語学習に役に立つか計測 

できなかった。QR コードをつかわずに実際の環境にあるものをトリガー 

イメージとして使った場合のデータが取れるよう今後の課題としたい。 
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